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北九州地域の玄武 岩中の輝石，とくに

巨斑晶輝石の 成因について

石 橋 澄

Large Phenocrystic Pyroxenes in Basaltic Rocks of 

Northern Kyushu, Japan 

(Abstract) 

Kiyoshi ISHIBASHI 

Large phenocrystic pyroxene up to 1 cm. in length occurs in Cenozoic basaltic rocks of 
northern Kyushu and Goto islands. New chemical analyses of five phenocrystic pyroxenes, 
one groundmass pyroxene and・ nine pyroxenes of basic or ultrabasic inclusion in the same 
basalt are shown. The Al203 content is largest in the phenocrystic pyroxene of host basalts 
and the pyroxene of gabbroic inclusion and decreases from the pyroxene of dunite-pyroxenite 
to the groundmass pyroxene. Calculation of Tschermak's component after H. S. YODER and 
C. E. TILLEY is given and genetic relation of these pyroxenes is also discussed. 

I 緒 言

九州北西部に広く分布する新生代玄武岩類には単斜輝石，斜方輝石の巨斑晶を含むものがあり，その光

学性および化学組成を明らかにすることは岩石学上重要の意義をもつことは容易に考えられるところであ

る。筆者は過去 5年間にわたってこの玄武岩類の研究に従事して来たが，本稿では主にこれ等の玄武岩中

に含まれる輝石類の化学組成および光学性を報告し，巨斑晶＊をなす輝石は通常の玄武岩マグマとは異っ

た生成条件を反映するもので，多分 crust下部の斑れい岩眉に由来する可能性があることを指摘したい

と思う。

本研究を行うに当り九州大学理学部地質学教室冨田達教授，種子田定勝助教授，山口 勝博士にあつくお

礼申し上げる。東京工業大学岩崎岩次教授，桂敬助教授，岩崎文嗣氏には筆者が同大学に内地留学中珪酸

塩の化学分析に関して御指導を頂いた。また愛媛大学宮久三千年助教授，九州大学生産科学研究所松本福

夫博士，福岡学芸大学応地善雄助教授には色々御助言を頂いた。東京大学久野久教授には多くの問題に関

して討論，御批判をして頂いた。以上の方々に対し深甚なる謝意を表する。なお本研究費の一部は文部省

科学研究費から支出されたことを明記して当局に謝意を表わす。

II 輝石巨斑晶を含む玄武岩

山陰および北九州地域の新生代玄武岩のなかには，しばしば 1~5cmに達する単斜および斜方輝石の

巨斑晶＊が含まれている． この地域の単斜輝石斑晶についてはすでに青山叫杉2)，三宅， 3）青木4)，応地5)6)ら

1963年地質学会総会にて講演， 1963年 7月9日受理

石橋澄：愛媛大学文理学部地学教室

＊ ここで言う巨斑晶とは 2mm以上で，通常 3~40mm位のものを指すものであり，それ以下の斑晶で自形結晶をし
たものについてはここで問題にしていない，
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の研究が行われている。単斜および斜方輝石の巨斑晶を含む玄武岩熔岩流は筆者の調査した範囲について

言えば，松浦玄武岩の熔岩台地の下位の台地を構成するもので，地質調査所％万唐津，呼子7図幅に於て

B2-3としてあるもの，およびこれの相当層で，北九州地域に最も広く分布するものである。

岩石は灰黒色～灰色，緻密堅硬であり，部分的に（唐津市高島，大島，岩野，相賀，切木村カブラ，名

護屋村名護屋城跡，玄海町日ノ出松，京松附近）巨大な単斜輝石，斜方輝石の斑晶に富む部分がある。本

岩は古銅輝石含有普通輝石かんらん石玄武岩で久野8)の分類で Va~Va-d型又は IVb,_,IV a -d型であ

る。斑晶鉱物として古銅輝石 (En7。Fs80~En65Fs35 Mo1%），普通輝石 (W032 En53 Fs15,_, W 035 Ens4 Fsu 

Mol%），かんらん石 (Fo85Fa15 Mol%），および斜長石 (Or3Ab14 Ans6 Mol%）が含まれる。石基鉱物は

普通輝石，かんらん石，斜方輝石，斜長石，アルカリ長石，金雲母質黒雲母，鉄鉱類からなり晶洞には沸

石類方解石等が晶出している。

かんらん石は自形を呈し，時に融蝕をうけていちじるしく丸味をおびたり，湾入が出来たりしている。

普通輝石，斜方輝石共にいちじるしく融蝕を受け，丸味をおびたり，へき開にそって塵埃状物質が生じて

いたり， 結晶の外縁に平行に塵埃状物質の帯が出来たりしている。 又蜂巣状構造を示すものも認められ

る。斜方輝石に於て特にいちじるしい現象は結晶の一部ないし全体が微細なかんらん石と普通輝石の集合

体（冨田9)の psudohypersthene)に変化している。又斑晶単斜および斜方輝石共に消光が結晶全体に一様

でなく恰も双晶をなしているかの様に 1つの個体結晶が幾つかの光学的方位を持ったブロックに分れてい

る＊。斑晶斜長石もいちじるしく融蝕をうけ外縁部のガラス化， 不規則湾入等が認められる。本熔岩流に

は普遍的に斑れい岩様包有物を，比較的小範囲にかんらん岩，輝石岩等の超塩基性包有物が含まれる。そ

の主要な産地は第 1図に示してある。その他基盤岩類の花岡岩，砂岩，頁岩，片麻岩類も捕獲岩として玄

武岩中に含まれている。

塩基性～超塩基性包有物には次の様なものが認められる。

かんらん岩

；二：盟）｝斜長石をほとんど含まないか或は少量（10Vol％以下）含む

かんらん石・両輝石斑れい岩｝斜長石を多量に含む

両輝石斑れい岩 (Or2 Ab2a An10 Mo1 ¾) 

III 玄武岩中に含まれる捕獲岩類

1) dunite,..._,,pyroxenite 

dunite,..._,,pyroxeni te質捕獲岩類は gabbro質捕獲岩に比して分布範囲は極めて狭く＊＊，その大きさは

0.5--Y30cm の間を示し， 非常に変化に富んでいる。肉眼的に黄緑色（風化すると黄色化する）のかん

らん石 (Fo91Fa9 Mol%）のみよりなるものから， 緑色～濃暗緑色の透輝石のみよりなるもの迄種々あ

り，かんらん石，輝石の量比は一定でない。斜長石が含まれる部分の単斜および斜方輝石類は黒褐色を呈

す。特にかんらん石の多い部分では chromite,picotite等の spinel類が縞を作っていることがある。

2) gabbro 

gabbro質捕獲岩類は径0.5,..._,,2cm位で余り大きいものはないが普遍的に玄武岩中に含まれている。主と

して斜長石(Or2Ab28 An10Mol%），かんらん石 (Fo8。Fa2。Mol%），＊＊＊多色性を有する斜方輝石，および単

斜輝石よりなる。 gabbro中の輝石類はすべて肉眼的に黒褐色～ピッチ黒色を呈し， duni te,..._,,pyroxeni te 

中の輝石類とは明らかに区別出来る。副成分鉱物として spinel類， apatite(？），鉄鉱物類を含む。

玄武岩および捕獲岩類の造岩鉱物の光学性は第 1表に示すとおりである。珪質の捕獲岩については他の

機会に報告する。

ぅ卜多分結晶のひずみであろう。同様な現象は包有物中のかんらん石，単斜および斜方輝石に於ても認められる。
*ぅt多分熔岩の噴出口附近であろうか。 ・

＊＊＊本論本で記載している鉱物組成の Mo1%はすべて分析資料に基ずいたものである。
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Table 1. Optical properties of rock-forming minerals in 
basaltic rock and its inclusions 

Rocks 
I 

Olivine 
I 

Pyroxene Plagioclase I Other Minerals 

Forsterite NClixn=olp, y6r7o7 xene 
Dunite Nx=l, 665 

rare or none Picotite Ny=l, 674-1, 679 Ny=l, 684ー 1,690 Chromite 
Pyroxenite Nz=l, 695 Nz=l, 706 Fe-Minerals 

?V = (+)52-58 
l Orthopyroxene 

Chvr=ysl olite 
Clin-o1p, y6ro90-xel, ne 69 I | Magnetite 

N2V y,  690-1, 693 
N2V y = (+)43-55 3 Plagioclase Ilmenite 

Gabbro =(—)85 
ICdhdlionrgitse ite 

ON2Vryt==ho（l一p,）66y7 9r7o-xe1, ne 699 
（一） | 

Pheno,c6r9y0s-t Phenocryst I MAllmpaagetnnietie tt, ite N2V y=l 1,695 Plagioclase 
=（—)90ー85

Groundmass 
men te 

Groundmass Biotite Basalt 
N2V y=l, 695-1, 700 

Plagioclase Calcite 
=（—)83ー72 K-plagioclase Zeolite 

Anorthoclase Xenocrysp t of 
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Quartz, laH gioclase 
and rarely ornblende 

N2CVliy=n=o（l十p,l y6r9o5x-e1, ne 699 I 

(+)43-52 

Ortho1p,6y9r2o-xe1n,e 698 

N2Vy== （一）81-67

IV 分析試料の調製

斑晶単斜輝石，塩基性～超塩甚性包有物の中の輝石，花岡岩質捕獲岩附近に出来た単斜輝石および石基

輝石を母岩より荒分けを行い，いずれの場合も 150~200meshに粉砕し水洗＊，更にアルコールで良く洗

ぃ＊＊乾燥後フランツ社のアィソダィナミックセパレィターにくり返しかけて不純物を取り除いた。この様

にして得られた分析試料中には不純物をほとんど含んでいない。

V 化学分析の方法およぴ分析誤差

珪酸塩の定量分析については各種の方法があるが， それらの方法について詳細に述べることは省略し

て，筆者の行った方法の大略は次の通りである。

Si02（重量法，補正に比色法を併用）， R20a, MgO, H20- （重量法）， H20+（灼熱減量より FeOの酸

化を定量し， それより計算で求める）， CaO, FeO （滴定），~. Fe203, Ti 02, P205, MnO （比色法），

Na20, K20 （炎光光度法）， Al20a(R20aから他の成分の差で求める），上記の方法を用いて，同一試料に

ついて多数＊＊＊のくり返し実験を行い， そのばらつきから分析誤差を算出した結果は第 2表に示してい

る。以下に示す化学分析値の誤差範囲も上記の範囲以内にあるものと推定される。それ故輝石の化学成分

の変化を論じる場合には分析誤差範囲以上の変化についてのみ述べることにする。

ぅi-HClで煮沸すると輝石中の特定成分が溶出するおそれがある，特にアルカリ輝石に於てはいちじるしい。
，t*水洗のみで乾燥させると Fe20aのサビが生ずることがある。

*** 15回以上
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Table 2. The results of repeated determination 

Wt.% range Presision 

Si02 58.29 58.08ー 58.50% 士0.36%

R20, 27.84 27.55ー 28.03 1. 3 

CaO 2.97 2.95ー 2.99 0.7 

MgO 1. 56 1.54ー 1.57 1. 3 

Ti02 0.95 0.93-0.96 2.1 

MnO 0.26 o. 25-o. 265 3.8 

ヱ．Fe203 7.22 7.14-7.30 1.1 

FeO 1. 51 1. 48ー 1.54 2.0 

P20a 0.62 0.60-0.64 2.3 

Na20 6.54 6.38-6.70 2.5 

K20 2.67 2.58-2.76 3.3 

H20+ 0.19 0.16-0.23 1. 5 

H20- 0.24 0.21-0.27 1. 3 

VI 輝石の化学組成

前記の分析方法を用いて分析誤差の検討を行った後に分析した輝石の化学組成は第 3表に示してある。

1)唐津市馬場野ゴルフ場北

3)唐津市高島

5)東松浦郡玄海町日ノ出松

7)東松浦郡切木村カブラ

9)東松浦郡玄海町日ノ出松

11)東松浦郡玄海町日ノ出松

13)東松浦郡玄海町日ノ出松

15)唐津市相賀

17)東松浦郡木切村湯ノ尾

Nos. 1,.._,5 dunite,.._,pyroxeniteからの単斜輝石，

黒褐色輝石）

Nos. 6~11 玄武岩中の斑晶単斜輝石

2)東松浦郡玄海町日ノ出松

4)東松浦郡名護屋城跡

6)北五島小値賀島長崎

8)東松浦郡玄海町日ノ出松

10)唐津市高島

12)東松浦郡玄海町日ノ出松

14)北五島赤島

16) 東松浦郡木切村湯ノ尾

(Nos. 5は Pyroxenite中の斜長石を含む部分の

Table 3. Chemical compositions of pyroxenes in basaltic rocks 

Si02 

Ti02 

Al203 

Fe203 

FeO 

MnO 

MgO 

CaO 

Na20 

K20 

P20；； 

H20+ 

H20-

Total 

I 1 

52.00 

0.45 

I 4.01 

1.00 

3.68 

I 0.1s 

I 16.54 
21.37 

0.37 

0.06 

>0.01 

nd 

nd 

99.66 2
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Nos. 12,,.._,13 玄武岩中の gabbro捕獲岩の単斜輝石

Nos. 14 斜方輝石

澄

Nos. 15 玄武岩中の granite捕獲岩附近に出来た単斜輝石

Nos. 16,-.,.,17 doleriteの groundmass単斜輝石l13)
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分析値から明らかな様に斑晶単斜輝石および斑れい岩の単斜輝石は，かんらん岩および輝石岩の単斜輝

石に比して Al20s,Ti02および Na20に富み CaO,MgOに乏しい。 特に注目したいのは赤島産斑れ

い岩の斜方輝石で， Al2Q3が7％以上も含まれることである。この様な化学組成は Eclogiteに含まれる

斜方輝石に極めて良く類似している。

最近 Al20sに富んだ単斜輝石の研究が進められ輝石構成分子中に R"R/"Si06(TscHERMAK's Comp-

onent)が含まれることが指摘されている。

久城10)は Caに富む単斜輝石中に CaAl2Si06(Ca-TscHERMAK's Component)が含まれることを論

じ， CaAl2SiOoの量はその単斜輝石が晶出した時の物理化学的条件に支配されると考えた。

H.S. YODERと c.E. TILLEY ll) は同様に輝石構成分子に MgAしSi06(Mg-TscHERMAK's compo-

nent) を算出し， “単に輝石構成分子を分析値の CaO,.2Fe0,MgOで代表させ WO―en-fs三角図

に点示して岩石の成因を論じることは誤をまねく場合がある”と指摘している。

北九州地域の玄武岩中の単斜および斜方輝石も第3表より明らかな様に多量の Al203を含んでいるの

で Ac+Jdおよび TscHERMAK'scomponentを考慮に入れて輝石構成分子を算出した結果を第4表に示

している。

計算の方法は H.S.YODERと c.E. TILLEY 1l) の方法に従ったが TscHRMAK'scomponentの算1出

のとき CaAl2Si06(Ca-TCHERMAK's component) と MgAしSi06 (Mg-TscHERMAK's component)の

2種を考え， それ等の量比は Xに配分される Ca,Mgの原子比に従った（計算の 1例を第 5表に示

す）。

第 2図はこれらの方法で計算して得られた値を wo-en―fs三角図に点示したものである。 この図に

ぉいて単斜輝石は明らかに次の 3つのグループに分けられる。

し‘

1.石基輝石 2. かんらん岩質～輝石岩質捕獲岩の輝石 3.斑晶輝石および斑れい岩質捕獲岩の輝石

斑晶輝石と斑れい岩質捕獲岩の輝石は化学組成は酷似していて，まった＜両者を区別することは出来な

゜
and their inclusions from northern Kyushu, Japan 

， 
I 10 I 11 I 12 I 13 I 14 l 15 I 16 j 17 

47. s2 I ！ 
47.29 47.27 47. 77 47. 10 I 48.55 50.36 

49. 71 I 
48. 75 

1. 58 1.73 1.17 1.31 1.09 0.56 0.65 1. 41 1. 80 

7.00 8.03 7.00 8.31 8.41 7.06 3.11 3. 19 2.18 

3.83 4.22 3.29 3.95 3.09 4.37 2.77 3.34 3.18 

6. 12 5.87 6. 73 5.88 5.88 12.27 3.84 9.20 10.00 

0.18 0.21 I 0.20 0.21 0.21 0.29 0.19 0.15 0.08 

16.17 13. 70 16.85 17.57 16.34 25. 82 I 16.99 12.65 12.93 

i7.05 18.34 14.24 16.53 1. 21 21. 52 19.25 19.36 

0.63 0.69 0.57 0.45 0.55 0.09 0.30 1.08 0.63 

0.08 0.08 0.08 0.06 0.09 0.03 0.09 0.26 0.22 

>0.01 >0.01 >0.01 0.01 >0.01 >0.01 >0.01 >0.01 >0.01 

nd nd nd nd nd nd nd 
o0. . 003 4 | 

0.02 

nd l nd nd nd nd nd nd 0.04 

100. 16 100. 16 100.21 99.76 99.89 100.25 99.82 100.31 99.19 
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Fig. 1 Map showing localities of basic and ultrabasic inclusions in basaltic rocks 

Table 4 Proportion of pyroxene components of ortho-and 
clinopyroxenes, calculated from Table 3. 

Nos. j ー 2
 

3
 

4
 

5
 

6 

1. 802} `  } -Si 
1. 899} ヽ 1.896} ヽ

1. 885} 1.853} 
1. 792 

Al 0.101 2. 000 0. 075 2. 000 0.115 2. 000 0.147 2. 000 0.198 2. 000 0.208 2.000 

Fe"' 0.029 

Al 0.070 0.017 0.017 0.062 0.042 

Ti o. 013 0. 007 o. 011 0. 003 0.015 0.029 

Fe"' 0. 026 1. 002 0. 006 ) 1. 054 0.057 1. 024 0.084 ) 1. 034 0.097 ) 0. 984 0.094 
> 1. 023 

Fe 0.112 0. 071 0.113 0.111 0.119 0.273 

Mn 0. 007 o. 002 0.005 0.002 0.002 0.009 

Mg 0.774 0.968 0.821 0.817 0.731 0.576 

Mg 0.133 0.083 

I 0124l °1071 0 020l ° 322l Ca 1. ooo 0-849 1. ooo I 0-869 1. ooo 0.852 1.000 0.646 1.000 
Na 0.026 0.022 0.022 0.022 o. 049 I o. 027 

K 0.004 0.004 0.005 0.002 0.004 0.005 

Ac+Jd=3 Ac+Jd=3 I Ac+Jd=3 Ac+Jd=2 Ac+Jd~S Ac+Jd=3 

Tsch=lO Tsch=lO Tsch=ll Tsch=15 Tsch=20 Tsch=21 

Wo=38 Wo=40 Wo=37. 5 Wo=37. 0 Wo=33. 5 Wo=25.5 

En=43 En=47 En=43. 5 En=42. 5 En=36. 0 En=38. 5 

Fs=6 Fs=3 Fs=5. 5 Fs=5. 0 Fs=5. 0 Fs=l3. 0 
.. -.... ..... ．` → ~~ 
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Table. 5 Calculation of pyroxene components 

Si02 52.00 Si 1.899 Si 1.899 ！ l 2.000 
Ti02 0.45 Ti 0.013 Al 0.101 

A1203 4.01 Al 0. 171 Al 0.070 

Fe20a 1.00 Fe"' 0.026 Ti 0.013 

FeO 3.68 Fe 0.112 Fe"' 0.026 
~ 1.002 

MnO 0.18 Mn 0.007 Fe 0.112 

MgO 16.54 Mg 0.907 Mn 0.007 

CaO 21. 37 Ca 0.837 Mg 0. 774 

Na20 0.37 Na 0.026 Mg 0. 133 l 1.000 

K20 0.06 K 0.004 Ca 0.837 

p205 0.01 Na 0.026 

H20 nd 0=6. 000 K 0.004 

H20 nd 

Total 99.66 

X =100 NasCas4Mg13 Y =100 Fe3Fe12Ti1AhMg77 Z =200 Sil9oAlio 

Ac+Jd Na3 

| | 

Fe3 Si6 

Tsch Ca9Mg1 Ti1AhMg2 SinAl10 

Wo Ca75 Si75 

En Mg12 Mg75 Si87 

Fs Fe12 Si12 

Ac+Jd=3 Tsch=lO Wo=37.5 En=43. 5 Fs=6 Total 100 

En 

第 3図は H.s. YODER 

と c.E. TILLEY 1l) が指

摘したことを検討するため

に作ったものである。すな

わち分析値にもとずいて

CaO, ~FeO, MgOから

直ちに計算した WO―en-

fs（白丸） と Ac+Jd と

TscHERMAK's component 

計出し，その後に得られた

WO―en-fs（黒丸）を同一

図上に点示して両者を線で

結んだものである。第 3図より明らかな様に TscHERMAK'scomponentを考慮に入れないで点示したも

のでばかんらん岩質～輝石岩質捕獲岩の単斜輝石と，花刷岩質捕獲岩附近に出来た石基輝石との区別がや

やつきにくくなる他点示された点のばらつきも大きい。斑れい岩質捕獲岩の単斜輝石および斑晶単斜輝石

では点のばらつきは余り変らないが Fe20sがFeOに換算される結果点示位置がいちじるしく Fs成分に富

んだ部分にかたよる。第4図は輝石構成分子の TscHERMAK'scomponent-wo-(en+fs) を三角図に

点示したものである。図から明らかな様に北九州附近の単斜輝石は diopside-garnet線近くに点示され，

石基単斜輝石ーかんんら岩・輝石岩質捕獲岩の単斜輝石一斑晶輝石・斑れい岩質捕獲岩の単斜輝石の順に
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garnet componentが増加

している。

VII かんらん岩，輝石

岩およぴ斑れい岩

質捕獲岩中の単斜

輝石の成因

． 
En Ca(MgFe)Sr03 

←―CaSiO 
3 

前にも述べたように斑れ

い岩，輝石岩およびかんら

ん岩質捕獲岩中の単斜輝石

および斜方輝石は光学的に
＋ 両 Si03
FeSi03 多少のひずみを示して居

り，又玄武岩との接触部附

近ではいちじるしい融蝕をうけている。このことからこれ等の捕獲岩はすでに玄武岩マグマと平衡関係に

なかったことが推定される。

地球の内部構造について色々のモデルが考えられているが一般に norite,..._,gabbroが crustの下部を，

pyroxenite,..._,dunite又は Eclogiteが mantleを構成しているものと考えられている。 北九州附近の玄

武岩中の前記包有物が，地下深部の crustないしは mantleの一部から捕獲岩としてもたらされて来た

とするならば， その包有物中に含まれる単斜および斜方輝石の化学組成は地下深部の crustないしは

mantleを構成する鉱物の化学組成を表わしているものと考えられる。 単斜および斜方輝石に含まれる

Al20aの量がその単斜および斜方輝石が晶出した所の圧力のみに関係するならば， これらの輝石に含まれ

る Al凡の量は斑れい岩質捕獲岩中の単斜および斜方輝石よりも， かんらん岩・輝石岩質捕獲岩中の単

斜および斜方輝石の方が多く含まれてよいはずである。然し第 3表より明らかな様に，それとは逆の傾向

を示している。

TSCHERMAK's componentは次の化学式によって示される反応で生成されると考えられている。

1) CaAl2Si20aこCaAl2SiO叶 Si02
anorthite Ca-TscHRMAK's Quartz 

component 

2) CaAl2Si20叶 Mg2SiOこCaAl2SiOげ 2MgSi0s

anorthite forsterite Ca-TscHERMAK's enstatite 
component 

3) CaAl2Si20叶 3MgSiOこMgAl2SiO叶 CaMgSi206

anorthite enstatite Mg-TscHERMAK's diopside 
component 

すなわち TscHERMAK'scomponentが生成されるためには anorthite分子が必要である。 すでに述

べた様にかんらん岩～輝石岩質捕獲岩の中には plagioclaseがほとんど含まれないか，又は少量含まれる

のみで高圧の下に於ても Al20sに富んだ単斜および斜方輝石が生成しなかったものと考えられる。 分析

値 No.5に見られる様に plagioclaseが存在する附近の黒褐色単斜輝石が ・Al203に富んでいるのは注目

に価する。

一方基盤の地質構造の方から， これら，かんらん岩～輝石岩質捕獲岩は三群変成岩類にともなう蛇紋岩

などの塩基性～超塩基性岩類の捕獲岩の疑もあるが，それらは余り期待出来ない。

これに反して斑れい岩質捕獲岩の単斜および斜方輝石は多量の plagioclase(Or 2 Ab2e An1。Mol%）と

共生するため上記の反応が左から右に進み単斜および斜方輝石の中に多量の TsCHERMAK'scomponent 
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を含む結果になったと考えられる。

以上の様なことから単斜および斜方輝石の Al20a含有量にはその鉱物が晶出したときの温度， 圧力お

よびその場所の化学組成が密接に関係していることを充分考慮に入れなくてはならない。

V1II 玄武岩中の斑晶輝石と斑れい岩質捕獲岩中の輝石

すでに産状の所で述べたごとく，巨斑晶単斜および斜方輝石は光学的性質からも，又化学組成の点から

も捕獲結晶的な性質を有している。 特に斜方輝石に於て変化がいちじるしく， 他の鉱物の集合体（冨田

の psudohypersthene) となっている。又これ等の巨斑晶は玄武岩に含まれる斑晶よりも早期に晶出した

事が鏡下の性質から考えられる。

この様なことは巨斑晶単斜および斜方輝石が通常の玄武岩マグマから斑晶が晶出する様な環境と異った

物理化学的条件のもと（多分 crustの下部もしくは mantle上部）に於て晶出したものが， 玄武岩マグ

マと共に地上に噴出したものと考えられる。すなわち鉱物が晶出した時と異った物理化学的条件下におか

れたので巨斑晶単斜および斜方輝石が，その時の条件＊下で安定な鉱物 (olivine, clinopyroxene)に変化

したものと考えられる。一方玄武岩中に含まれる斑れい岩質捕獲岩の斜方および単斜輝石も巨斑晶輝石と

同じ様な変化をしており， これ等斑れい岩質捕獲岩がかなり普遍的に玄武岩中に含まれる事実があるので

玄武岩中の巨斑晶単斜および斜方輝石は多分玄武岩中に含まれる斑れい岩質捕獲岩が生成した様な条件

(crustの下部）に於て晶出したものか，もしくは地下深部の crustを作る斑れい岩層に由来する捕獲

結晶であると考える。
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石橋 澄

北九州地域の玄武岩中の輝石，特に巨斑晶輝石の成因について
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第 2 図版説明

1)玄武岩中の巨斑晶単斜輝石不規則な消光を示し周縁部が olivine と clinopyroxene に変化している

（クロス ニコ ル）

2) 1のオ ープンニコル

3)玄武岩中の斜方輝石斑晶 周縁部が olivine, clinopyroxene に変化している ，いわゆる "pseudo-

hypersthene'' 

4) 3のオ ープンニコル

5)玄武岩中に捕獲岩として含まれる twopyroxene gabbro （オープンニコル）

6) 5のオ ープンニコル

7)玄武岩中に捕獲岩として含まれる twopyroxene gabbro （クロスニコル）

8)玄武岩中に捕獲岩として含まれる twopyroxene gabbro (7)の母岩に近く多少変質している部分

（オープ ンニコル）
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第 5 図版説明

9)玄武岩中に捕獲岩として含まれる dunitepyroxeniteと玄武岩との境界を示す （ク ロスニコ ル）

10) 9のオ ープンニコ ル

11)玄武岩中に捕獲岩として含まれる dunite （クロス ニコ ル）

12) 11のオー プンニコ ル

13) dunite中の olivineの不規則（双晶状）消光を示す （クロスニコ ル）

14)玄武岩とその中に捕獲岩として含まれる dunite,........pyroxeni te,および斜長石斑晶 （クロス ニコ ル）

15)岩石の切断面 dunite (Du) pyroxenite (Py)および graniteの Xenolith(Gr) 

斜長石(pl)，単斜輝石(clino-Px)
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